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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
１

７
回

 

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
のの のの
巡
回
整
備

巡
回
整
備

巡
回
整
備

巡
回
整
備
作
業

作
業

作
業

作
業
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
    
「「 「「
発
電
機

発
電
機

発
電
機

発
電
機
・
バ
ッ
テ
リ
ー

・
バ
ッ
テ
リ
ー

・
バ
ッ
テ
リ
ー

・
バ
ッ
テ
リ
ー
荷
上

荷
上

荷
上

荷
上
げげ げげ
、、 、、
行
仙

行
仙

行
仙

行
仙

宿
雨
水
槽
貯
留

宿
雨
水
槽
貯
留

宿
雨
水
槽
貯
留

宿
雨
水
槽
貯
留
、、 、、
モ
ノ
レ
ー
ル

モ
ノ
レ
ー
ル

モ
ノ
レ
ー
ル

モ
ノ
レ
ー
ル
傍傍 傍傍
のの のの
倒
木
処
理

倒
木
処
理

倒
木
処
理

倒
木
処
理
、、 、、
寄
贈
間
伐
材

寄
贈
間
伐
材

寄
贈
間
伐
材

寄
贈
間
伐
材
のの のの
皮
剝

皮
剝

皮
剝

皮
剝

ぎぎ ぎぎ
運
搬

運
搬

運
搬

運
搬
、、 、、
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
～～ ～～
笠
捨
山

笠
捨
山

笠
捨
山

笠
捨
山
のの のの
点
検
巡
視

点
検
巡
視

点
検
巡
視

点
検
巡
視
」」 」」
 

 
◇

実
施

日
；

２
０

１
７

年
０

３
月

０
５

日
(日

) 
晴

後
曇

り
 

 
気

温
８

～
１

０
℃

 
 

 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

沖
﨑

吉
信

、
児

嶋
道

夫
、

生
熊

敏
男

、
濱

野
兼

吉
、

 

畑
林

清
子

、
大

江
加

予
子

、
山

川
治

雄
・
白

妙
、

上
村

洋
司

・
和

美
、

竹
中

卓
治

、
瀧

本
昭

太
郎

。
佐

藤
優

美
子

、
斉

藤
和

美
。

１
５

名
。

 

登
山
者

登
山
者

登
山
者

登
山
者

;佐
藤

浩
司

。
２２ ２２
月月 月月
２
７

２
７

２
７

２
７
日
行
仙
宿
巡
回

日
行
仙
宿
巡
回

日
行
仙
宿
巡
回

日
行
仙
宿
巡
回

；
梶

野
照

雄
。

 
 

 
 

 
 

 
 
    

２２ ２２
月月 月月
２
７

２
７

２
７

２
７
日日 日日
；； ；；
行
仙
宿
巡
回

行
仙
宿
巡
回

行
仙
宿
巡
回

行
仙
宿
巡
回
    

行
仙

宿
へ

巡
回

の
際

、
モ

ノ
レ

ー
ル

に
倒

木
で

す
。

終
点

か
ら

約
３

０
ｍ

下
の

急
斜

面
。

レ
ー

ル
を

ま
た

い
で

い
た

１
０

㎝
程

の
倒

木
枯

杉
は

完
全

除

去
。

そ
の

上
の

覆
い

か
ぶ

さ
っ

て
い

た
木

は
、

ノ
コ

で
切

れ
る

枝
だ

け
を

切

っ
て

Ｍ
機

の
通

過
に

支
障

が
無

い
よ

う
に

し
ま

し
た

。
太

い
の

で
チ

ェ
ン

ソ

ー
が

必
要

で
す

。
雪

の
重

み
で

折
れ

た
よ

う
で

す
。

そ
の

他
に

も
レ

ー
ル

に

倒
れ

て
き

そ
う

な
木

が
一

本
あ

り
ま

す
。

補
給

路
に

も
か

ぶ
さ

っ
て

い
る

木

が
一

本
、

大
き

な
枯

れ
木

が
道

を
半

分
塞

い
で

い
ま

す
。

次
回

は
チ

ェ
ン

ソ

ー
を

持
っ

て
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
梶

野
)
 

 
 

 
 

 
 

枯
杉

が
レ

ー
ル

上
に

 
 

 
栂

の
枝

レ
ー

ル
を

妨
げ

 
 

補
給

路
に

枝
が

被
さ

る
 

新
宮

組
は

沖
崎

車
・
児

嶋
車

(
１

ｔ
ト

ラ
ッ

ク
;
川

島
同

乗
)
で

９
時

に
登

山

口
に

着
く

と
、
尾

鷲
・
熊

野
市

組
の

山
川

車
(
山

川
夫

妻
・
上

村
夫

妻
・
竹

中

氏
)
、

奈
良

・
和

歌
山

組
の

瀧
本

車
(
瀧

本
・

佐
藤

・
斉

藤
さ

ん
)
が

既
着

し
、

登
る

身
支

度
を

さ
れ

て
い

る
。

 

児
嶋

車
に

積
ん

で
き

た
薪

(
池

郷
林

道
の

間
伐

端
材

を
新

宮
に

持
帰

り
、
児

嶋
氏

が
薪

割
機

で
薪

作
り

)
は

、
転

回
場

の
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
外

側
に

積
み

降
し

、

雨
除

け
の

ト
タ

ン
を

被
せ

る
。

 

モ
ノ

レ
ー

ル
に

修
復

発
電

機
(
約

３
５

㎏
)
、

バ
ッ

テ
リ

ー
(
約

１
６

㎏
)
等

を
積

み
込

み
生

熊
・

川
島

・
児

嶋
氏

が
同

乗
し

て
運

び
上

げ
る

。
モ

ノ
レ

ー

ル
の

支
障

に
な

る
木

を
確

認
し

な
が

ら
、

梶
野

氏
の

切
除

の
お

陰
で

運
転

に

支
障

無
く

モ
ノ

レ
ー

ル
終

点
へ

。
そ

の
他

の
方

は
、

歩
い

て
登

っ
て

頂
く

。
 

修
復

発
電

機
に

担
い

棒
を

括
り

つ
け

、
前

後
二

人
で

持
ち

交
代

で
運

び
上

げ
る

。
児

嶋
氏

は
バ

ッ
テ

リ
ー

を
荷

上
げ

。
 

第
二

ベ
ン

チ
上

の
補

給
路

へ
被

さ
っ

た
木

は
、

山
川

さ
ん

が
持

参
チ

ェ
ン

ソ
ー

で
切

除
し

て
下

さ
る

。
 

 
 

 

登
山

口
で

登
る

身
支

度
 

 
浦

向
分

岐
地

点
を

登
る

 
第

二
ベ

ン
チ

・
担

い
棒

発
電

機
 

 笠
捨

山
は

、
所

々
白

く
残

雪
が

あ
る

が
、

佐
田

ノ
辻

の
尾

根
に

は
、

残
雪

も
無

く
風

も
弱

く
、

小
屋

前
の

気
温

は
８

℃
で

あ
る

。
 

瀧
本

・
佐

藤
・

斉
藤

さ
ん

達
は

、
チ

ェ
ン

ソ
ー

持
参

で
笠

捨
山

～
葛

川
辻

～
旧

逓
信

道
の

点
検

巡
視

に
行

っ
て

下
さ

る
。

 



 2 

 
 

 

発
電

機
を

運
ぶ

 
 

 
夫

婦
で

運
び

上
げ

・
佐

田
ノ

辻
 

 
間

伐
材

の
皮

剝
ぎ

 

畑
林

・
大

江
さ

ん
は

、
宿

内
の

整
理

・
清

掃
。

台
所

に
鼠

以
外

の
動
物
？

の
糞

が
あ

り
、
鍋
類

な
ど
洗

っ
て

下
さ

り
、

児
嶋

氏
が

発
電

機
調

整
運

転
の

間
に

掃
除

機
で

宿
内

掃
除

。
 

濱
野
･
山

川
夫

妻
・
上

村
夫

妻
は

、
水

場
径

の
点

検
と
水
汲

み
及

び
山

川
さ

ん
は
水

場
〆
縄

の
支

点
ボ

ル
ト
設
置

に
降

り
ら

れ
る

。
 

沖
崎
・
川

島
・
竹

中
氏

は
、
薪

運
搬

と
佐

田
ノ

辻
の

間
伐

杉
材

の
皮
剝
ぎ

・

積
み
直

し
作
業
及

び
各

雨
水
槽

に
栓

を
し

て
雨
水

が
貯
留

で
き

る
様

に
す

る
。
 

水
場
班

が
戻

り
、
皮
剝
ぎ

を
手
伝

っ
て

下
さ

る
が

、
一
番

下
の

材
は
凍

っ

て
い

て
皮

が
剝
ぎ
難

い
。

積
み
直

し
作
業

も
一
段
落

し
、

１
１

時
３

０
過
ぎ

か
ら
昼
食

と
自
己
紹
介

を
行

う
。
銘
菓

・
天

の
川

の
差
入

れ
も

あ
る

。
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

一
般

登
山

者
も

加
わ

り
賑

や
か

に
昼

食
・

懇
談

 

昨
夜

宿
泊

し
て

、
倶
利
伽
羅
岳

を
往

復
し

て
戻

っ
た

登
山
者

も
加
わ

る
。

 

１
月

下
旬

に
浦
向

道
(
旧

逓
信

道
)
を

点
検

巡
視

し
た

が
、
２
月

中
旬

に
大

雪
が

降
り

雪
の

重
み

で
モ

ノ
レ

ー
ル

に
倒

木
が
遭

っ
た
事

か
ら

、
再

度
点

検

巡
視

す
る

必
要

が
あ

る
。
又

、
林

道
下

の
浦
向

道
で
跨

い
で

通
る

杉
倒

木
の

切
除
及

び
林

道
法

面
拡
張

に
伴

い
発

生
し

た
間

伐
材

(
元

下
北

山
村
・
上
平

村

長
所
有

)
は

、
ご
好
意

に
よ

り
寄
贈

し
て

下
さ

り
、
林

道
路

側
帯

に
放
置

し
て

い
た

の
で

間
伐

材
運
搬

作
業

の
た
め

、
濱

野
・

山
川

夫
妻

・
上

村
夫

妻
が

、

１
２

時
３

５
分

に
先

行
し

点
検

巡
視

に
出

発
。

 

児
嶋

・
川

島
・

生
熊

・
竹

中
氏

は
、

モ
ノ

レ
ー

ル
傍

の
倒

木
処

理
と

児
嶋

車
(
１

ｔ
ト

ラ
ッ

ク
)
で
寄
贈

間
伐

材
運
搬

の
為

、
１

３
時

に
行

仙
宿

を
出

発
。
 

沖
崎

・
大

江
・

畑
林

さ
ん

は
、

笠
捨

山
点

検
巡

視
班

が
戻

る
迄

、
行

仙
宿

で
待

機
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

 

 
 

 

浦
向

道
点

検
巡

視
班

 
 

毛
布

を
巻

い
て

保
管

後
掃

除
 

モ
ノ

レ
ー

ル
傍

の
処

理
班

 

 モ
ノ

レ
ー

ル
終

点
よ

り
約

３
０

ｍ
下

っ
た
地

点
の

倒
木
栂

材
は

、
新

た
に

枝
を
鋸

で
切

除
す

る
。
又

、
立

ち
枯

杉
材

を
切

除
し

倒
す

と
共

に
モ

ノ
レ

ー

ル
沿

い
の

切
り

枝
等

を
取

除
い

た
。

 

モ
ノ

レ
ー

ル
を

Ｍ
機
駐

車
場

に
戻

し
、

児
嶋

車
で
浦
向

道
と

交
差

す
る

林

道
に
置

か
れ

て
い

る
寄
贈

間
伐

材
の

回
収

運
搬

に
向

う
。

 

林
道

は
、
落
石

が
多

く
取

除
き

な
が

ら
辿

る
。
浦
向

道
と

交
差

す
る

約
５

０
ｍ
手

前
に

間
伐

材
が
置

か
れ

て
い

た
。
浦
向

道
点

検
巡

視
班

が
先

着
し

、
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皮
を
剝

い
で

お
ら

れ
る

。
道

は
小

倒
木

を
１

本
切

除
以

外
支

障
無

し
と

の
事

。
 

    
    

    

モ
ノ

レ
ー

ル
傍

の
栂

の
枝

切
除

 
間

伐
材

運
搬

ト
ラ

ッ
ク

 
 

寄
贈

間
伐

材
の

皮
剝

ぎ
 

 山
川

・
川

島
・
濱

野
・

竹
中

氏
が

林
道

下
の
浦
向

道
の

杉
倒

木
切

除
へ

。
 

山
川

氏
の

チ
ェ

ン
ソ

ー
は
手
入

れ
さ

れ
て

い
る

の
で
簡
単

に
切

除
出
来

た
。
 

間
伐

材
置

場
に
戻

る
。
寄
贈

間
伐

材
(
長

さ
４

～
５

ｍ
)
は

、
９

本
あ

り
ト

ラ
ッ

ク
荷

台
に

積
み

込
む

に
は

重
い

の
で

７
本

を
チ

ェ
ン

ソ
ー

で
半

分
に

小

切
る

。
太

く
重

い
材

は
３

人
で

積
み

込
み

、
２

回
に

分
け

て
運
搬

す
る
こ

と

に
し

た
。

 

１
回
目

の
運
搬

回
収

時
に

山
川

車
を

回
送

す
る

た
め

、
一
緒

に
登

山
口

に

戻
り

転
回

場
に

間
伐

材
を

積
み

降
ろ

す
。

    

    
    

    

転
回

場
に

間
伐

材
積

降
し

 
児

嶋
車

に
１

本
積

込
み

 
 

笠
捨

山
点

検
班

下
山

 

２
回
目

の
運
搬

に
行

き
、

全
員

登
山

口
に
戻

る
と

、
大

江
・

畑
林

さ
ん

は

沖
﨑

氏
を

残
し

、
行

仙
宿

１
４

時
に

下
山

し
た

の
で

登
山

口
に
到

着
さ

れ
て

い
た

。
 

児
嶋

氏
は

、
間

伐
材

１
本

を
持

帰
り
利
用

す
る

と
の
こ

と
で

、
ト

ラ
ッ

ク

に
積
む

。
 

児
嶋

車
に

は
、

ソ
ー

ラ
ー

発
電

が
設
置

さ
れ

て
い

る
の

で
、

コ
ー
ヒ

ー
ポ

ッ
ト

で
湯

を
沸

か
し

て
児

嶋
喫
茶

の
開
店

で
、
自

作
チ
ョ

コ
ナ

ッ
ツ

と
コ

ー

ヒ
ー

を
振
舞

っ
て

頂
い

た
。

 

沖
﨑

氏
と

笠
捨

山
点

検
巡

視
班

を
待

つ
だ

け
と

な
り

、
熊

野
・

尾
鷲

市
組

の
山

川
車

は
１

５
時

半
前

に
下

山
帰
宅

。
 

程
な

く
沖
﨑

氏
よ

り
メ

ー
ル

着
信

が
あ

り
、

行
仙

宿
を
出
立

し
た
様

だ
。

 

１
６

時
１

０
分

沖
崎
・
笠

捨
山

点
検

巡
視
班

３
名

が
登

山
口

に
無
事
戻

る
。
 

瀧
本

氏
よ

り
「

笠
捨

山
直

下
の

登
山

道
は
凍

っ
て

い
て

登
る

の
に
難
儀

し

た
。

倒
木

は
チ

ェ
ン

ソ
ー

で
１

本
切

除
。

旧
逓

信
道

の
捲

き
道

は
、
２
箇

所

崩
れ

た
所

が
あ

る
が

良
く

整
備

さ
れ

て
い

た
」

と
報
告

が
あ

る
。

 

瀧
本
班

は
、
コ

ー
ヒ

ー
を
ご
馳
走

に
な

っ
た

後
、
少

し
休
憩

と
の
事

か
ら

新
宮
班

は
１

６
時
２

０
分

帰
宅

す
る

。
 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
7
:
3
0
→
9
:
0
0
登

山
口
9
:
1
5
→
9
:
4
0
モ
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